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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月20日(2020.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　刺激応答性ポリマーを含む刺激応答性層からの細胞シートの剥離性を調整する方法であ
って、前記刺激応答性ポリマーの量を減少させる工程を含む、方法。
【請求項２】
　前記工程が、前記刺激応答性層に紫外線処理を施す工程である、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記工程が、前記刺激応答性層に超音波処理を施す工程である、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記刺激応答性ポリマーが、下限臨界溶液温度を有する温度応答性ポリマーである、請
求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記刺激応答性層の厚さが、０ｎｍ超１００ｎｍ以下である、請求項１～４のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記刺激応答性層が、基材上に形成されている、請求項１～５のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の方法により剥離性が調整された刺激応答性層上で
細胞を培養して細胞シートを形成する工程を含む、細胞シートの製造方法。
【請求項８】
　さらに、前記刺激応答性層に刺激を与えて前記細胞シートを剥がす工程、を含む、請求
項７に記載の細胞シートの製造方法。
【請求項９】
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　細胞シートを形成するための細胞培養容器の製造方法であって、
　刺激応答性ポリマーを含む刺激応答性層を形成する層形成工程と、
　前記刺激応答性層中の前記刺激応答性ポリマーの量を減少させる剥離性調整工程と、
を含む、細胞培養容器の製造方法。
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